
令和 ５ 年度 

大井川用水を学ぶ視察会（実績） 

 

 

 

 

 

 
 

 

期日︓令和５年３月１日（金） 

場所︓大井川下流域 

主催︓大井川の清流を守る研究協議会 

相賀浄水場（大井川広域水道企業団） 



日　時 令和６年３月１日（金)

8：30 島田駅 受付開始　（南口）

8：50 島田駅南口出発

9：10 島田市相賀　相賀浄水場（大井川広域水道企業団）

10：00 川口発電所・川口取水工

10：55 島田市神座　神座分水工

11：45 (昼　食）　島田市金谷　プラザロコふじのくに茶の都ミュージアム　カフェレストラン丸尾原

12：55 牧之原貯水施設

13：55 島田市神谷城　松島分水工

14：25 菊川市富田　菊川頭首工

15：05 （トイレ休憩）　島田市　静岡空港　

15：50 島田市　　　栃山頭首工　

16：40 島田駅南口

15：50～16：20

11：45～12：45

13：00～13：40

13：55～14：15

14：25～14：45

15：05～15：30

10：55～11：25

令和５年度　大井川用水を学ぶ視察会 日程表

8：40 集合　JR島田駅南口

8：30～受付

9：10～9：50

10：00～10：45



  
 

  
 

  
 

【相賀浄水場】説明者：大井川広域水道企業団 相賀浄水場 

【川口発電所】説明者：中部電力㈱静岡水力ｾﾝﾀｰ 川口発電所 

【神座分水工】説明者：小澤節子 氏 【牧之原貯水施設】説明者：小澤節子 氏 



  
 

  
 

  

【松島分水工】説明者：大井川右岸土地改良区 松島分水工 

【菊川頭首工】説明者：大井川右岸土地改良区 菊川頭首工 

【栃山頭首工】説明者：大井川土地改良区 栃山頭首工 



令和５年度 大井川用水を学ぶ視察会に関する意見・感想について 

 

 

〇参加者数：35 名 

（島田市 11 名、牧之原市８名、吉田町４名、焼津市４名、

藤枝市３名、掛川市２名、菊川市２名、川根本町１名） 

内、回答者数：34 名 

 

１ 視察会開催について、どのような形で情報を得ましたか。 

  ・各市町からの情報提供    19 名 

  ・新聞            13 名 

  ・友人や職場からの情報提供  ２名 

 

２ 大井川の水利用の現状について知っていましたか。 

① 知っていた         14 名（42％） 

② 知らまかった        19 名（58％） 

③ 関心がなかった       0 名（ 0％） 

 

３ 今回参加して、どのようなことを思いましたか。 

  ・大井川の水が広範囲で使用されていることがわかり参考になっ

た。(焼津市：男性) 

  ・おいしい水の経路や、どうしてできるのかが勉強できて楽しか

ったです。 (牧之原市・女性) 

  ・大井川水系の水が広範囲に利用されていることに驚きました。

「60 万人の命の水」はオーバーな表現ではないですね。南アル

プスに穴をあけて大井川水系の水が減ることは止めていきたい

です。（島田市：男性） 

  ・大井川の水が如何に大事かが分かった。牧之原台地西部地区に

も供給されていることは知らなかった。（藤枝市：男性） 

  ・私たちの水利用は多くの施設に支えられている。安心・安全な

水が利用できる幸せ。（牧之原市：男性）                      

  ・様々なところでいろんな人が努力しているんだなと改めて感じ

ました。小澤さんの説明がわかりやすかったです。（牧之原市：

女性） 

  ・大井川下流及び牧之原台地はかつて水不足に悩み続けた過去が

あり、明治時代から水利用を８市２町に分配する苦労を改めて

知り、大変勉強になりました。（牧之原市：男性） 

  ・水のありがたさを再認識するとともに普通に使っている水が手

元に来るまでに様々な施設や人間の手を経ていることに感謝の

気持ちでいっぱいになりました。（島田市：女性） 



  ・普段何気なく使っている水道水ですが、大井川からトンネルを

通って私たちの家庭の蛇口に通っているのは驚きでした。（牧之

原市：女性） 

  ・限りある大井川の水資源を発電、農業、工業、生活と用途別に

焼津～菊川の広範囲に実に効率的に分け合って大切に利用して

いると感じました。（焼津市：男性） 

  ・水が作られる過程だけでなく、歴史を併せて話してもらえたこ

とから、水という資源の大切さをより感じました。（牧之原市：

男性） 

  ・貴重な大井川の水を広域に効率よく利水したことに感心し、今

の地域の人々の生活の幸せをもたらしたことに感謝する。（吉田

町：男性） 

  ・大井川の水は高度利用され、複雑化している中、関係者の事業

分担がされており、用水利用の仕組みがよくわかった。（水道企

業団：男性） 

  ・大井川下流の人がもっと水のことに関心をもってほしいと思い

ました。（島田市；女性） 

  ・相賀浄水場や川口発電所などいつも通って見慣れた場所もなか

なか見学できませんでしたが、詳しい説明もありとても良い機

会に見学できて勉強になりました。（島田市：女性） 

 

４ これから行政・流域住民は、どのようなことを行ったらよいと考

えますか。（考え方なども含めて具体的に記入してください） 

  ・用水（水道、工業、農業）にはコストがかかっていることを知

るべき。料金に対して理解が得られると思う。(焼津市：男性) 

  ・現状でも大井川を流れている水は少ないが、更に源流から減ら

すことは反対するよう広報で示してもらいたい。（島田市：男性） 

  ・今回のような機会は現状を理解するために重要だと思います。

（焼津市：男性） 

  ・大井川の水の恩恵を受けている市町がこのような企画を積極的

に行うべき。義務教育において大井川の水について学ぶ機会を

持つようにする（掛川市：男性） 

   

５ その他 

  ・上流の川口取水口から水の流れに沿って見学ルートにするとも

っとわかりやすいと思います。(水道企業団：男性) 

  ・大井川中流域の発電所見学もお願いします。（島田市：女性） 

 

 

 


